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１
月
29
日
に
西
郷
ニ
ュ
ー
ホ
ー
プ
セ
ン

タ
ー
に
お
き
ま
し
て「
第
６
回
美
郷
町
女

性
の
つ
ど
い
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
　

町
内
か
ら
90
名
余
り
の
婦
人
連
絡
協
議

会
の
会
員
が
集
ま
り
午
前
中
に
総
会
と

講
演
会
を
行
い
、
午
後
か
ら
は
、「
ふ
れ

あ
い
の
ひ
と
時
」が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。�

　
講
演
会
で
は
、
医
療
法
人
浩
洋
会
田

中
病
院
院
長
の
田
中
洋
先
生
に
よ
る「
こ

こ
ろ
の
健
康
に
つ
い
て
」と
い
う
演
題
で

講
演
が
行
な
わ
れ
、
ど
う
し
た
ら
こ
こ
ろ

も
身
体
も
健
康
で
過
ご
せ
る
の
か
？
と

い
う
話
で
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が
ら
楽

し
く
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
に
、

こ
こ
ろ
の
健
康
に
つ
い
て
は
、「
日
ご
ろ
の

お
し
ゃ
べ
り（
会
話
）が
と
て
も
大
切
」と

の
こ
と
で
し
た
。�

　
午
後
か
ら
の「
ふ
れ
あ
い
の
ひ
と
時
」で

は
、
各
区
か
ら
の
太
鼓
や
踊
り
な
ど
が

披
露
さ
れ
楽
し
い
ひ
と
時
を
す
ご
し
ま

し
た
。�

�

「師走祭り日帰りバスツアー」開催�「師走祭り日帰りバスツアー」開催�「師走祭り日帰りバスツアー」開催�

　
百
済
王
伝
説
を
再
現
し
た「
師
走
祭
り
」

が
、１
月
20
日（
金
）か
ら
22
日（
日
）ま
で
の

３
日
間
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
初
日
の
上
り
ま
し
で
は
、
伊
佐
賀
神
社

ま
で
神
門
神
社
一
行
が
迎
え
に
出
向
き
、
比

木
神
社
一
行
と
１
年
ぶ
り
の
再
会
を
果
た
し
、

徒
歩
で
王
の
墓
と
い
わ
れ
る「
塚
の
原
古
墳
」

ま
で
向
か
い
ま
し
た
。
古
墳
で
は
両
神
社
の

ご
神
体
が
並
べ
ら
れ
、
両
神
社
か
ら
神
楽

が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
韓
国
福
岡

領
事
館
や
、
韓
国
・
扶
餘
邑（
プ
ヨ
ユ
ウ
）、

沖
縄
県
豊
見
城
市
の
関
係
者
も
加
わ
り
、

地
元
公
民
館
よ
り
鳥
汁
や
カ
ッ
ポ
酒
が
振

る
舞
わ
れ
、
国
際
色
豊
か
な
も
の
と
な
り
ま

し
た
。
小
丸
川
衣
渕
で
は
神
職
の
ほ
か
入

り
厄
も
加
わ
り「
み
そ
ぎ
」が
行
わ
れ
、
沿
道
、

川
岸
は
た
く
さ
ん
の
見
物
客
で
賑
わ
い
ま

し
た
。
神
門
神
社
鳥
居
前
の
田
ん
ぼ
に
は
、

公
民
館
な
ど
の
各
種
団
体
が
竹
や
杉
で
組

立
て
た
、
高
さ
５
メ
ー
ト
ル
に
も
及
ぶ
杉
櫓

32
基
が
立
ち
並
び
、
神
幸
行
列
の
進
行
に

合
わ
せ
る
よ
う
に
次
々
に
迎
え
火
が
放
た

れ
夜
空
を
照
ら
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
櫓

の
回
り
で
は
、
直
会
が
行
わ
れ
、
親
子
の
ご

神
体
を
迎
え
な
が
ら
夜
遅
く
ま
で
祭
り
の

雰
囲
気
を
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。�

　
今
年
は
、
ダ
イ
ド
ー
ド
リ
ン
コ（
株
）が

全
国
各
地
に
伝
わ
る
祭
り
を
応
援
す
る「
日

本
の
祭
り
」の
一
つ
に
師
走
祭
り
が
選
ば
れ

た
こ
と
か
ら
、エ
ジ
プ
ト
考
古
学
で
有
名
な

吉
村
作
治
早
稲
田
大
学
名
誉
教
授
や
ダ
イ

ド
ー
ド
リ
ン
コ
の
高
松
社
長
な
ど
も
参
加
さ

れ
ま
し
た
。�

　
２
日
目
中
日
は
、
午
前
中
に
神
社
本
殿
で

ご
神
体
が
衣
替
え
を
す
る
神
事
が
厳
か
に
行

わ
れ
、
そ
の
後
、
神
社
裏
山
の
ド
ン
タ
ロ
塚
で

弓
将
軍
神
楽
の
奉
納
、
小
丸
川
で
の
洗
濯
の

祭
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
夜
は
、
優
雅
な
神
楽

の
ほ
か
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
も
の
な
ど
多
彩
な
神
楽

十
八
番
が
奉
納
さ
れ
る
と
同
時
に
、
御
神
屋

の
回
り
で
は
焼
酎
の
振
る
舞
い
や
餅
ま
き
が

行
わ
れ
賑
や
か
な
夜
神
楽
と
な
り
ま
し
た
。�

　
３
日
目
下
り
ま
し
は
、
別
れ
の
悲
し
み
を
隠

す
た
め
に
行
う
と
い
わ
れ
る「
ヘ
グ
ロ
塗
り
」が

神
門
神
社
境
内
で
始
ま
り
、
氏
子
や
神
職
ら

は
誰
彼
か
ま
わ
ず
顔
に
墨
を
つ
け
、
そ
の
後
、

鍋
や
ひ
し
ゃ
く
を
手
に
し
た
神
門
神
社
関
係

者
や
地
元
民
が
比
木
神
社
一
行
を「
オ
サ
ラ
バ

ー
、
オ
サ
ラ
バ
ー
」と
見
送
り
、
静
か
な
山
里

に
別
れ
を
惜
し
む
声
が
い
つ
ま
で
も
響
き
渡

り
ま
し
た
。�

　
今
年
は
昨
年
を
上
回
る

観
光
客
が
訪
れ
、
大
変
な

賑
わ
い
と
な
り
ま
し
た
。

祭
り
の
開
催
に
ご
協
力
い

た
だ
い
た
皆
様
や
櫓
設
置

に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
団

体
及
び
小
路
前
田
の
田
を

提
供
し
て
い
た
だ
い
た
皆

様
へ
紙
面
を
お
借
り
し
て

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。�

�

�

　ＭＲＴと連携して百済王伝説探検隊ツアー（中山間地域創造支援事業）が師走祭りにあわせて開催され
ました。宮崎市内を中心に県内各地から８０名の参加者があり、師走祭りの初日行事を満喫しました。一行は、
地元加工グループなどが作った田舎料理のバイキングで昼食をとり、その後渡川地区に伝わる神楽を観賞。
西の正倉院などの観光施設を見学した後は、
塚の原古墳（禎嘉王の墓）まで移動、王の一
行を迎えました。ここからはご神幸行列に参
列して祭りに加わり、迎え火を見た後帰路に
つきました。参加者の皆さんは、行く先々での
ふるまいなどの、心温かいおもてなしに触れ
ることが出来、祭りの魅力だけでなく美郷町
の良さを知っていただくツアーとなりました。�

　財団法人自治総合センターが宝くじ
の益金を財源として行っているコミュニ
ティ助成事業により渡川自治公民館（松
田隆男館長）が音響備品及び神楽用品
を購入しました。�
　今後、これらの備品は、祭事や自治
公民館活動の各種行事に活用され、地
域のコミュニティの輪が広がっていくこ
とになります。�
�



　
２
月
５
日
に
29
回
目
と
な
る「
う
な
ま
地
蔵
健
康
マ
ラ

ソ
ン
大
会
」（
主
催 

北
郷
区
体
育
協
会
）が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
昨
年
度
は
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
に
よ
り
止

む
無
く
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
回
は
最
年
少
３
歳

か
ら
最
年
長
83
歳
ま
で
の
総
勢
２
６
６
名
の
エ
ン
ト
リ
ー

が
あ
り
ま
し
た
。�

　
こ
の
大
会
は
１
キ
ロ
か
ら
10
キ
ロ
ま
で
の
細
か
い
部
門

を
設
け
て
お
り
、
自
分
に
合
っ
た
部
門
で
気
軽
に
参
加
が

で
き
ま
す
。
当
日
は
天
候
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
無
事
に

開
催
さ
れ
、
出
場
し
た
子
ど
も
た
ち
に
声
援
を
送
る
保

護
者
や
地
元
住
民
の
応
援
が
多
数
あ
り
大
変
賑
わ
い
ま

し
た
。
参
加
者
に
は「
地
場
産
品
が
当
た
る
お
楽
し
み
抽

選
会
や
椎
茸
菌
床
の
参
加
賞
な
ど
こ
ん
な
に
も
て
な
し

て
く
れ
る
大
会
は
な
い
。
来
年
は
嫁
も
参
加
さ
せ
ま
す
」

と
大
変
喜
ば
れ
た
方
が
い
ま
し
た
。�

　
当
日
は
、
北
郷
区
婦
人
連
絡
協
議
会（
井
本
哲
子
会

長
）の
豚
汁
の
炊
き
出
し
や
五
十
鈴
川
流
域
森
と
水
を
守

る
協
議
会
の
い
り
こ
の
つ
か
み
取
り
、
ま
た
北
郷
区
青
年

団
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
や
役
場
職
員
な
ど
多
く
の
方
々

の
協
力
が
あ
り
大
成
功
に
終
わ
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。�

　
　
　
　
　
　
　
　�

　
去
る
１
月
14
日（
土
）、
日
向
農
協
和
牛
生
産
者
振

興
大
会
が
日
向
農
協
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
日
向
農
協
管
内
約
２
５
０
名
の
生
産
者
が
集
い
、

本
年
度
の
子
牛
最
高
価
格
販
売
者
表
彰
や
功
労
者

表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
町
か
ら
も
３
名
の
個
人
・

団
体
が
功
労
者
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。�

��

　
　
　
　
　
　
　
　�

��

　記念講演では、本町の中山二朗獣医による「美
郷町における肉用牛飼養管理指導について」
と題した講演が行われ、参加者は日頃のそれ
ぞれの飼養管理と照らし合わせながら聞き入
っていました。�

　
一
月
の
あ
る
日
の
こ
と
で
す
。
田
代

小
で
開
設
し
て
い
る
御
田
の
里
キ
ッ
ズ

学
園
の
教
室
の
入
り
口
に
、
長
い
ロ
ー

プ
二
本
と
手
紙
が
お
い
て
あ
り
ま
し
た
。�

　
手
紙
の
内
容
か
ら
、
大
な
わ
と
び
用

の
ロ
ー
プ
と
し
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た

も
の
で
し
た
。
手
紙
に
は
、
子
ど
も
た

ち
へ
の
励
ま
し
の
言
葉
な
ど
が
た
く
さ

ん
書
か
れ
て
い
て
、
子
ど
も
た
ち
の
様

子
を
遠
く
か
ら
見
守
っ
て
下
さ
っ
て
い

る
や
さ
し
い「
サ
ン
タ
さ
ん
」で
あ
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。�

　
子
ど
も
た
ち
を
は
じ
め
関
係
者
一
同
、

寒
い
日
が
続
く
中
こ
こ
ろ
が
と
て
も
暖

か
く
な
り
ま
し
た
。
み
ん
な
で
大
切
に

使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。�

�

�



平成24年3月（6）�平成24年3月（7）�

　「第15回ロードレースin百済の里」が３月４日(日)、美郷南学園グラウンドを発着点として開催されます。今
年も町内外から７００名を超えるランナーがエントリーされており、早春の百済路をさわやかに駆け抜けます。�
　沿道の皆様の声援がランナーの大きな励みになります。当日は多数の皆様のご声援をよろしくお願い致
します。�
�

　新年、１月１５日（日）、第８０回西郷区ミニバレーボ
ール大会が北郷区総合交流センターで開催されました。
今回の参加チームは、５０代が１０チーム（５３名）、６０
代が８チーム（３７名）の参加となり、今年度最少チー
ム数と少ない人数の参加で行われました。試合は５０
代・６０代共に２コートずつに分かれ、各コートから勝
ち上がりチームで決勝戦を行いました。その結果、５
０代はＡ・Ｂコート共に田代愛好会同士で決勝戦を。６
０代も又、Ａ・Ｂコート共に田代愛好会同士で決勝戦
となり、２つのコート全員が田代愛好会チームとなり
ました。５０代・６０代も同じチームで毎週練習をして
いても、いざ決勝戦ともなると仲間意識も忘れて、真
剣に決勝戦らしい激しいプレーを繰り広げていました。
６０代は、これで３連覇となり次回も期待したいもので
す。これからも練習に励んで下さい。お疲れ様でした。�
　この８０回大会で平成２３年度の計画でした４大会
の試合が全て終了しました。各理事をはじめメンバー
の皆様ご協力有り難う御座いました。また、４月からも
数多くのメンバーで楽しく、珍プレー、好プレーで健
康づくりをやりましょう。なお、平成２４年度大会は３月
の総会で決定致します。又、理事をとおしてお知らせ
致します。　　　　　　　　�
�
�

　
一
月
の
あ
る
日
の
こ
と
で
す
。
田
代
小
で

開
設
し
て
い
る
御
田
の
里
キ
ッ
ズ
学
園
の
教

室
の
入
り
口
に
、
長
い
ロ
ー
プ
二
本
と
手
紙

が
お
い
て
あ
り
ま
し
た
。�

　
手
紙
の
内
容
か
ら
、
大
な
わ
と
び
用
の
ロ

ー
プ
と
し
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
も
の
で
し

た
。
手
紙
に
は
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
励
ま
し

の
言
葉
な
ど
が
た
く
さ
ん
書
か
れ
て
い
て
、

子
ど
も
た
ち
の
様
子
を
遠
く
か
ら
見
守
っ

て
下
さ
っ
て
い
る
や
さ
し
い「
サ
ン
タ
さ
ん
」

で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。�

　
子
ど
も
た
ち
を
は
じ
め
関
係
者
一
同
、

寒
い
日
が
続
く
中
こ
こ
ろ
が
と
て
も
暖
か

く
な
り
ま
し
た
。
み
ん
な
で
大
切
に
使
わ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。�

�

サンタのおじさんプレゼントありがとう！

ロープを手に大喜びのキッズたち�

�
６�

　宮崎県委託チャイルドシート使用及びシートベルト着用普及推進員、日向自動車学校所属の山本英次
です。�
　美郷町内で講話をすると、「あんたが書いちょったとね、後ろでもシートベルトするようになったよ」という
ような声を頂くこともありとても嬉しいです。�
　しかしながら、まだまだシートベルト、チャイルドシートの着用率は高くはありません。�
毎月末に日向市で調査を行いますが、それぞれの着用率はシートベルトが約16％、チャイルドシートが約
40％とかなり低い数字です。�
　内容も、チャイルドシートの40％の数字のほとんどは0～1歳未満の「乳児」で、2～5歳くらいの「幼児」では
使用していない保護者が大多数です。�
　事故に、一生無関係でいられる人もいるでしょう。�
しかし多くの人は車に乗っているとき、なんらかの危険を感じたことがあるはずです。�
　その時感じた危険が、事故にならなかったのは「たまたま」です。�
　この機会に安全とは何か、もう一度考えてみてください。�
　「後部座席でもシートベルト！」　「チャイルドシートで子供の命を守ろう！」�
　「命を守る豆知識」シリーズも今回で最終回となりました。�
　半年間にわたって読んでいただき、ありがとうございました。�
�

最終回�



平成24年3月（8）�平成24年3月（9）�

　昨年４月に「森林・林業再生プラン」を具体化していくため森林法が改正され、次のような制度の創
設や拡充等が行われました。�
　いずれも、皆様が林業経営を行う上で重要な内容でありますので、御理解の上、御留意くださるよう
お願いします。�
�

花の好きな皇帝が、国中の子どもたちに配っ
た種には秘密がありました。�

　人は畑で植物を育てる。しかし畑も人を育てて
いるのではないか。（本文より）�

　（協）宮崎県鉄構工業会よりスチール製のグラウンド整
地用具レーキ（トンボ）10本の寄付がありました。�
　地域振興及び学校教育における環境整備のため、町
内の各学校や運動施設で使用させていただきます。�
�
　　　　　　　　�
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　町職員の給与は、国家公務員の給与などを参考にしながら、町議会の審議を経て条例等で定められてい
ます。平成２３年４月１日現在の町職員の給与などの状況についてお知らせします。�



　制度改正によって平成24年4月より70歳から74歳までの国保加入者の方（現役並み所得者を除く）は、
自己負担額が引き続き平成25年3月31日まで1割に据え置かれることとなりました。�
　現在お持ちの保険証には「一部負担の割合2割（平成24年3月末日までは1割）」という表記になっており、
保険証を切り替える必要があります。�
　対象の方には、3月下旬までに保険証を郵送しますので、古い保険証は最寄の役場町民生活課までお
返しいただくか、はさみ等で裁断し処分してください。�
�

　美郷町では、平成２４年度に公共施設維持管理作業班を設立します。これは、町内の公共施設の除
草や清掃等を定期的に行うもので、その職務に従事する職員の募集を行います。�
　募集内容につきましては、次のとおりです。�
　詳しい内容につきましては、美郷町役場総務課166-3601にお問い合わせ下さい。�



�

　宮崎県ではニホンジカ及びイノシシによる農林作物への被害が深刻化していることから、ニホンジ
カ及びイノシシに限り狩猟期間を3月15日まで延長しています。（その他の鳥獣は２月１５日で終了して
おります。）�
　なお、３月１５日を過ぎても猟銃による捕獲、またはわなを設置しており、捕獲できる状態にしておく
ことは違法となりますので、十分お気をつけください。�
　しかしながら、美郷町では狩猟期間外においても鳥獣による農林作物被害を防ぐため、有害鳥獣捕
獲を実施している時期がありますので、山に入られる際は、できるだけ目立つ装いを心がけてください。�
　また、狩猟期間中はもちろんのこと、狩猟期間外において下記に該当することは違法となります。�
�
�

　昨年の県内における林業の労働災害による死亡者は雇用労働者が２名、それ以外の林家等の方が
４名となっており、憂慮される状況が続いております。�
　木材製造業においては、幸い死亡事故はなかったものの、重大事故が発生する状況が続いておりま
す。�
　また、平成22年の死亡労働災害の発生率は、全産業の平均が１．２％（災害件数1,373件に対し死亡
災害17件）であるのに対し、林業は３．８％（災害件数106件に対し死亡災害4件）となっており、他産業
に比べて、一度事故が起こると重大化しやすくなっています。�
�

　林業における災害の約６割は、伐採の作業中に発生しており、特に、かかり木の処理中の事故が死
亡災害につながっています。また、災害の発生は、昼前と終業前の注意力が落ちる時間帯に増加して
います。加えて、被災者の半数以上が経験20年以上のベテランの方となっており、一瞬の気の緩みが
災害を招いていると考えられます。�
　現場では、作業の危険度は十分に認識されているにもかかわらず、依然として災害が多発しており
ます。�
　林業に携わる皆様、今一度気を引き締め、毎日の作業の中で基本的な安全対策を再確認してくだ
さい。�
�

　火災が発生しやすい季節です。特に、住宅火災は、火災発生件数の約6割を占めております。次の７つ
のポイント（３つの習慣・４つの対策）で住宅火災から命を守りましょう�
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　今回、平成２４年度の特定健診・がん検診希望調査書を対象の方に配付しています。�
同封の説明書を読んでいただき、3月23日（金）までに（小）組合長さん又は健康福祉課まで提出をお願いします。�
町の実施する特定健診は国民健康保険の方が対象で、社会保険の方はそれぞれ加入している保険者から個別
に案内があります。�
がん検診については、加入している保険に関係なく町民で対象年齢の方であれば受診できますが、今回の希望
調査での申込が必要です。�
正確な対象者を把握するために、すでに病院や個人でがん検診を受けられた方もその旨、記入提出下さい。ご記
入いただいた内容は検診以外の用途には一切使用いたしません。ご協力お願いします。　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　�
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平成24年3月（18）�平成24年3月（19）�

　１日の活力源となる朝食、皆さんは毎日元気においしく食べていますか。     �
　特にごはんを主食とする炭水化物（ブドウ糖）はエネルギーの元になり、体温を上げ、脳を元気にし     
便通をよくし,生活リズムを整えるなどの効用があります。     �
　特に、脳はブドウ糖がなければ働きが鈍くなります。     �
　朝食を抜くことは肥満につながり、生活習慣病の原因にもなります。     �
　昨年１１月に行われました町民祭で美郷町食生活改善推進協議会では朝食アンケートを実施しまし
た。これは、朝食べた物を模造紙にシールで貼っていくもので、来場者のうち４８９名の参加をいただき
ましたのでその結果を報告します。�
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《延岡のお城！》�

�

　
地
域
医
療
塾
が

１
月
25
日
南
郷
区

渡
川
公
民
館
で
、

藁
草
履
作
り
名
人

松
田
吉
十
郎
さ
ん

（
85
歳
）を
招
い
て
、

行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
公
民
館
長
、
地

元
議
員
、
婦
人
部
、

P
T
A
青
年
団

等
も
参
加
さ
れ
、

自
慢
の
お
い
し
い

手
料
理
を
囲
み
、

小
田
先
生（
塾
長
）

が
打
っ
た
蕎
麦
を

い
た
だ
い
た
後
、

名
人
の
松
田
さ
ん

よ
り
、
草
履
作
り

の
実
演
で
手
ほ
ど

き
を
受
け
ま
し
た
。

実
演
は
、
両
手
両

足
の
指
を
使
っ
て

の
藁
草
履
作
り
、
皆
真
剣
で
す
。
そ
の
姿
は
、
何
と
も
和
気
あ
い

あ
い
で
、
み
ん
な
の
気
持
ち
が
ひ
と
つ
に
な
り
、
地
域
住
民
と
医

療
機
関
と
の„ 

絆„ 

が
一
体
と
な
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

会
話
の
中
で
も
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
医
療
の
課
題
に
つ
い
て
、
熱

心
な
話
し
で
終
わ
り
、
絆
を
広
げ
た
、
今
回
の
地
域
医
療
塾
で

し
た
。�
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北
郷
区
の
前
川
武
士
さ
ん
が
、
延
岡
の
内

藤
記
念
館
に
あ
り
ま
す
骨
組
み
だ
け
の
写
真

を
も
と
に
外
観
は
自
分
で
想
像
さ
れ
て
お
城

を
作
っ
た
そ
う
で
す
。
期
間
は
２
ｹ
月
ぐ
ら
い

で
、
天
守
閣
ま
で
の

内
階
段
も
あ
り
、門
・

戸
も
ち
ゃ
ん
と
開
き
、

本
当
に
ビ
ッ
ク
リ

す
る
ほ
ど
、
細
か

い
こ
と
ろ
ま
で
気

を
配
っ
て
い
ま
す
。

是
非
病
院
ま
で
足

を
運
ん
で
見
て
下

さ
い
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